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１．当中間決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当中間連結会計期間におけるわが国の金融経済は、輸出・生産面において新興国経済の減速の影響がみられる

ものの、企業収益が改善するなかで、雇用・所得環境も着実に改善し、個人消費も底堅く推移するなど、緩やか

な回復基調が続きました。 

長期金利は、４月の 0.3％台から６月には 0.5％台と上昇したものの、その後、中国経済の先行きに対する懸

念の高まりなどを受け、株式市場が不安定な動きとなるなか、債券が買われやすい展開となり、９月には再び

0.3％台となりました。 

為替は、６月上旬に一時平成 14 年６月以来の１ドル 125 円 80 銭まで円安水準となったもの

の、その後、投資家のリスク回避姿勢の強まりから、円高ドル安が進行し、９月は１ドル 120 円前後で比較的

安定した推移となりました。 

当地山陰の金融経済は、製造業において中国・新興国経済の減速、また非製造業において公共工事の減少等に

よる影響が見られ、９月の企業の業況判断は１年振りに全産業で悪化するなど生産活動に足踏み感はあるものの、

全体として好調な企業収益のもとで、設備投資計画に前向きの動きが出ており、雇用・所得環境も着実に改善す

るなか、個人消費も底堅く推移するなど、緩やかな回復基調が続きました。 

その結果、当中間連結会計期間（平成 27年４月１日～平成 27年９月 30日）における経営成績は以下のとお

りとなりました。 

経常収益は、有価証券関係収益が増加したことなどから、全体では前年同期比 61百万円増加し 4,822百万円

となりました。 

一方、経常費用は、営業経費や与信関連費用が減少したことなどから、全体では前年同期比 304 百万円減少

し 4,014百万円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比 365 百万円増益の 807 百万円となりました。また、親会社株主に帰属する

中間純利益は前年同期比 91百万円増益の 499百万円となりました。 
 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

預金につきましては、定期性預金を中心として個人預金が増加しましたが、公金預金が減少したことから、

預金全体では前連結会計年度末に比べ 11億円減少し、3,526億円となりました。 

貸出金につきましては、大企業向け貸出金は増加しましたが、個人向け貸出金や中小企業向け貸出金が減少

したことなどから貸出金全体では、前連結会計年度末に比べ 19億円減少し、2,563億円となりました。 

また、有価証券につきましては、社債が減少したことなどから、前連結会計年度末に比べ 25億円減少し、1,008

億円となりました。 
 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 27 年 10 月 30 日に平成 28 年３月期第２四半期（累計）業績予想（連結・個別）の上方修正開示をして

おります。通期の業績予想（連結・個別）につきましては、今後の経済情勢や市場動向のほか、与信費用発生の

可能性等を勘案した結果、当初予想（平成 27年５月 13日公表）計数のとおり変更ございません。 
 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当中間期における重要な子会社の異動 

該当事項はございません。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

（「企業結合に関する会計基準」等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日）、「連結財務諸表に関する

会計基準」（企業会計基準第 22号 平成 25年９月 13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成 25 年９月 13 日）等を、当中間連結会計期間から適用し、中間純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、

前中間連結会計期間及び前連結会計年度については、中間連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っ

ております。 
 

（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更） 

（減価償却方法の変更） 

当行が保有する建物及び構築物は、従来、税法基準の 160％の償却率による減価償却を行ってきましたが、

本店移転等を契機に使用実態を調査した結果、償却期間を実態に合わせ、費用配分計算をより適正に行う

ため、当中間連結会計期間より税法基準の償却率による方法へと変更しております。 

この変更により、従来の方法と比べて、当中間連結会計期間の減価償却費が 13百万円減少し、経常利益

及び税金等調整前中間純利益が同額増加しております。 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（５）重要な後発事象 

該当事項はありません。 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
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